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第１７取水井洗管等業務仕様書 

 

１ 目的 

本業務は、第１７取水井の深井戸スクリーンの閉塞を取り除き、現状の井戸能

力を回復させることを目的とする。 

２ 履行期間 

  契約締結日の翌日から令和５年１２月１５日まで 

３ 業務場所 

  南部浄水場（安城市和泉町東山４０） 

４ 改修対象井戸仕様（竣工時能力） 

（１）さく井年月日 令和元年９月 

（２）井戸口径 ４００Ａ  

（３）井戸深度 １１０．１ｍ 

（４）ケーシング管φ４０６．４ ＳＧＰ ｔ＝７．９ｍｍ 

（５）スクリーン管（スリット型） ２２条×４段／ｍ 

スリット巾：３．０ｍｍ スリット長：２００ｍｍ 

総長：２７．５ｍ  

位置深度３６．５～４２．０ｍ、５５．０～６３．０ｍ、 

７６．５～９０．５ｍ  

（６）自然水位 １４．３４ｍ（令和５年７月） 

（７）運転水位 ２３．９２ｍ（令和５年７月）取水量：５９m3/h 

（８）適正揚水量（竣工時）１，０５２Ｌ／分 ６３．１ｍ３/ｈ 

（９）水源ボックス Ｗ１８００×Ｄ９００×Ｈ１７００ 

（10）揚水機 エバラ１２５ＢＨＳ ２６２２Ｃ 

全揚程６０ｍ 吐出量１．２ｍ３／分 出力２２ｋｗ 

（11）揚水管 φ１２５×５．５ｍ×７本 総長：３８．５ｍ 

５ 業務内容 

（１）既設揚水機等引上げ 

   揚水機及び揚水管、水源ボックス等を、クレーン等を使用して引上げを行う。 

（２）揚水管等洗浄 

引上げた揚水機、揚水管、仕切弁等を北部浄水場内洗い場にて念入りに洗浄

する。 
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（３）事前水中ＴＶカメラ調査 

揚水機引上げ後、水中ＴＶカメラ調査を行う。調査箇所はケーシング接合部、

スクリーン部、井戸底部とする。 

（４）埋没深度報告 

   洗浄前に井底に堆積した土砂の埋没深度を確認し、監督員に報告する。 

（５）井戸洗浄工 

 ア 薬品洗浄（帯水層中の目詰まり物質を洗浄除去） 

   薬品使用量：２００ｋｇ 

   井戸洗浄に使用する薬品は、オルガゾールＷ同等品以上とする。 

イ ブラッシング洗浄 

ウ スワビング洗浄 

エ ジェットベーラ洗浄 

オ エアリフト洗浄により行う。 

   井戸内浚渫深度は井戸完成深度付近までとする。 

   エアリフトにより発生した浚渫及び揚水初期の濁水は、建設汚泥として産業

廃棄物処理とする。 

（６）事後水中ＴＶカメラ調査 

   洗浄後に井戸内の水中ＴＶカメラ調査を行う。 

（７）揚水機据付け 

   引上げた揚水管、仕切弁等を据付ける。 

   なお、以下に挙げるものについては、新品に取替えるものとする。 

 ア 揚水機 エバラ１２５ＢＨＳ ２６２２Ｃ（支給品） 

   北部浄水場内保管場所からクレーン付トラック等により運搬する。 

 イ パッキン１２５Ａ揚水フランジ用 ８枚 

 ウ パッキン１２５ＡＪＩＳ１０ｋＦ  ３枚 

 エ 水位測定用計測管 

 （ア）水道用耐衝撃性塩ビ管ＨＩＶＰ呼び径２５Ａ定尺４ｍ １０本 

 （イ）水道用耐衝撃性塩ビ管ＨＩＶＰ呼び径２０Ａ定尺４ｍ １本 

 （ウ）ソケットＨＩ２５Ａ ９個 

 （エ）異形ソケット２５Ａ×２０Ａ １個 

水位測定用計測管には、静水位の位置から、ポンプの頭まで穴あけ加工を

施すこと。 
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オ 撤去品及び廃材等は、適正に処理すること。 

（８）事後揚水試験 

   洗浄後の井戸能力の回復を評価するため、揚水試験を行う。 

   なお、揚水試験に使用する揚水機は、据付けた既設または新品（支給品）の

ものとする。 

（９）水質分析（原水３９項目）１検体 

（10）解析及び報告書作成 

６ 業務条件 

（１）契約締結後１４日以内に業務計画書を提出すること。 

（２）揚水試験は浄水場設備電力を使用できるものとするが、その他の動力につい

ては、受注者にて発電機等を用意すること。 

（３）揚水試験結果及び事後水中ＴＶカメラ調査の結果、井戸の能力回復が確認で

きず、かつ、スクリーンに目詰まりが確認された場合は、受注者の責任と費用

により再度改修作業を行わなければならない。 

（４）井戸洗浄によって排出される産業廃棄物量は次のとおり想定する。 

 ア 濁 水 処 理 １４．０ｍ３（φ４００） 

イ 残泥土処理 １２．６ｍ３（φ４００埋没長１０ｍ） 

（５）薬品洗浄した井戸内水の排水が、原水、場内施設（ろ過機等）、及び浄水等

に影響を及ぼすおそれがある場合は、すべて産業廃棄物処理とする。その場合

は、変更の対象とする。 

（６）県の排水基準に適合した排水については直接場外へ排水するものとする。  

（７）仕様書に明記されてない整備内容及び交換が必要と思われる部品がある場合、

監督員と協議すること。なお、軽微な整備及び部品交換に関しては受注者の負

担において施工するものとする。 

７ 注意事項 

（１） 業務の実施にあたり、監督員と日程等十分協議し、施設の運転に支障のな

いよう業務をすすめること。 

（２）浄水場内で業務に従事するものの名簿を、監督員へ提出し承諾を得ること。 

（３）浄水場内で業務に従事するものは、特に衛生に注意し、次の事項を厳守しな

ければならない。 

ア 業務従事者は、水道水並びに、施設に汚染が生じないように注意しなければ

ならない。 
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イ 非衛生的な行為をした場合は、受注者の責任と費用負担により原状回復を行

うものとする。 

ウ 浄配水場内処理工程の水に触れる恐れがある場合は、「水道法」第２１条の

規定に基づく健康診断により、消化器系伝染病原菌者（Ｏ－１５７、赤痢菌、

サルモネラ菌等（腸チフス菌・パラチフス菌含む）でないことを証明する公的

又はこれに準ずる検査機関による試験検査証明書等を、提出すること。但し作

業を行う日の６ヶ月以内のものとする。（コピー可） 

エ 撤去、搬出、搬入及び据付する際、他の設備機器及び施設に損傷を与えない

よう細心の注意を払うこと。万が一損傷を与えた場合は、受注者の負担により

補修すること。 

（４）業務開始時、業務終了時は、浄水管理事務所まで必ず報告すること。また、

施設内への入場者、退出者の人数を毎日管理すること。 

（５）施設出入口は、常時閉とし、開閉はその都度行うことを原則とする。 

（６）施設に備えつけられた設備を使用する場合は、監督員と協議すること。 

８ 提出書類 

（１）管理技術者通知書 

（２）業務計画書 

業務履行工程、安全管理、業務履行方法、緊急時の連絡体制及び対応、交通

管理、仮設計画、業務従事者名簿、再生資源の利用促進と建設副産物の適正処

理方法について記述すること。 

（３）完了届 

（４）報告書 １部 

揚水試験結果、水中ＴＶカメラ調査結果、水質分析結果、打合せ記録、入退

場者記録、記録写真（データでの提出ができるものとする。）など 

（５）その他監督員の指示する書類 
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揚水機（水中ポンプ）

形式：125BH S 26 22 C
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